
団体名： 尾張旭市商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 62.8 ％） （達成度 100.0 ％） Ｂ Ａ 下げる 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 106.8 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 130.6 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 67.5 ％） （達成度 ％） Ｃ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 66.7 ％） （達成度 ％） Ｃ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 変更する

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 68.7 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 現行どおり

実績
数値

103

経営指導員等の商工会職
員が地区内小規模事業所
へ訪問、又は小規模事業
者が商工会窓口へ来訪し
経営に関する相談など、
事業者が直面している、
社会情勢の変化、給付
金、補助金、資金繰り、
販売促進、税務、労務等
の様々な問題について親
身になって相談指導を行
うことにより経営改善に
資することができた。

実績
数値

301067
目標
数値

1700
実績
数値

目標
数値

30

指標
巡回窓口指導延件数

指標
課題解決提案件数

目標
数値

指標

全業種において新型コロナウ
イルスや社会情勢の影響もあ
り、改善傾向にはあるがまだ
まだ厳しい経営状況となって
いる。
経営の改善に向けて「今後取
り組みたいと考えている」課
題を「全業種」でみると、
【商品・サービス・技術】で
は「価格戦略の見直し」が最
も多く、次いで「新規顧客獲
得への取り組み」がとなって
いる。【人材・経営】では
「人材確保・育成」が最も多
く、次いで「コスト削減」と
なっている。
今回の調査結果を活かして、
企業が求めている経営改善に
向けた地域のニーズを把握し
経営支援を実施することがで
きた。

２０２３年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

170
実績
数値

222
目標
数値

指標

経営に関する各分野に対する
知識、情報等が取得でき、技
術指導による知識の取得、向
上が図られた。また、経営に
対する考え方の見直しによる
経費削減などの意識の向上も
図られ、直接的な指導による
キメ細かなアドバイスを受け
ることができた。

総
合
評
価

指標

757
目標
数値

講習会等受講者数

総
合
評
価実績

数値

指標

指標
講習会等受講者数

目標
数値

指標

指標
指導延回数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

事
業
者
へ
の

調
査
結
果目標

数値
80

実績
数値

54
目標
数値

指標

各分野の専門の先生と１
対１で不明点を確認でき
納得できる回答を得るこ
とができた。

実績
数値

709
実績
数値

目標
数値

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

15
実績
数値

10
目標
数値

目標
数値

150

調査・広報事業

中小・小規模事業者関連の施策に
反映するために、経営実態・地域
景気動向・消費者動向などを把握
する調査事業を実施する。

企業景況アンケートの回答事
業所数は103事業所であり、業
種別に建設業30事業所
(29.1％)、製造業17事業所
(16.5％)、卸小売業10事業所
(9.7％)、飲食業7事業所
(6.8％)、サービス業39事業所
(37.9％)となっており、業種
別にアンケート集計した。

小規模事業者

指標
回答回収件数

講習会
(伴走型小規模事
業者支援事業)
※事業計画策定支
援

経営に不安を抱えている小規模事
業者や、事業の拡大を希望する意
欲ある小規模事業者を掘り起こ
す。また、小規模事業者には事業
計画策定の重要性を理解してもら
い、実現性の高い経営計画の策定
に資することを目的とする。

講習会開催回数及び受講者数
個別　1回　10人

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

講習会(尾張旭市
受託事業)

尾張旭市内商工業者の事業経営の
諸問題を解決し、事業の健全化を
図ると共に、商工振興に寄与する
ことを目的とする。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も地域経済の
動向を把握するた
めに継続的に実施
するが、回答回収
件数を実情に合わ
せて、目標値を見
直す。

一括アン
ケート回
収106件

一括アン
ケート回
収
83件

一括アン
ケート回収
84件

個別アン
ケート8件

個人で青色申告を選択し
ている事業主を対象に、
日常の記帳の仕方から決
算書の作成に至るまで
を、それぞれ業種・事業
所にあった形で分かりや
すく指導し、自ら記帳す
ることにより経営内容を
把握し、経営の安定化に
繋がった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

〇

需要のある講習会
については開催日
を増やすなど工夫
をして、一層満足
していただけるよ
う開催していく。

税務署と連携し、記
帳継続指導会のパン
フレットを設置し、
新規開業者及び初め
て青色申告を行う事
業者を中心に記帳継
続指導会及び記帳機
械化対象者の募集を
積極的に行ってい
く。

今年度は税務相談で
インボイス制度に関
しての相談が多くみ
られた。同様の相談
が続くのであれば相
談日を増やして対応
していく。

正職員が１名欠員
となるため、目標
値は下げる。社会
情勢の変化に関連
する国県市の施策
の活用をしてもら
えるよう相談に乗
り、今後も気軽に
相談できる頼れる
支援機関となるよ
うに努める。

昨年度と比較して
開催数を減らし
た。理由としては
職員での対応を増
やしたためであ
る。

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

一括アン
ケート回
収
83件

一括アン
ケート回
収
91件

講習会等受講者数

目標
数値

指標

経営計画の必要性を理解
して頂き、記入に必要な
内容などを学ぶことがで
きた。

記帳継続指導

記帳指導職員を中心とした商工会
の職員が、個人事業主を対象に正
しい記帳方法や決算・申告の指導
を行い、適正な税務申告と経理処
理による経営力の向上に結びつけ
ていく。

・指導対象者数　　    71人
・指導延日数　　　　　617日
・指導延回数　　　　　757回

小規模事業者

巡回・窓口相談指
導事業

経営基盤の弱い小規模事業者を中
心に、経営指導員等の商工会職員
が事業所へ訪問し、事業資金融資
等の金融相談、決算・確定申告の
相談指導、労働保険等の相談指
導、情報化支援相談、経営安定の
ための共済制度の促進等経営改善
に資する指導を行う。

講習会開催回数及び受講者数
(税務、法律、IT、労務)
個別　 48回　54人

小規模事業者

小規模事業者

講習会

経営に関する様々な問題解決に対
応するため、小規模事業者が必要
な知識を習得することで、事業者
の資質向上と円滑な事業運営に資
することを目的とする。

講習会開催回数及び受講者数
集団　  6回　 48人
個別　 20回　174人
　 計  26回　222人

小規模事業者

小規模事業者

・巡回窓口指導実企業実績463
事業所
・巡回窓口指導延件数1067件
（うち創業支援1事業所15件）
（うち非会員34事業所79件）
・課題解決提案件数30件
・経営革新承認件数0件



団体名： 尾張旭市商工会

得られた効果 備考

２０２３年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 106.0 ％） （達成度 40.0 ％） Ａ Ａ 上げる 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 98.5 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 56.4 ％） （達成度 ％） Ｃ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 変更する

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 83.8 ％） （達成度 140.8 ％） Ａ Ａ 現行どおり 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 102.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

小規模事業者

指標
参加延べ人数

部会・委員会

商業・工業・建設業等の各部会活
動を行い、参加企業の発展に資す
ることを目標とする。

[ 幹事会・委員会開催回数/延
出席者数]
工業部会　 　8回/59人
建設業部会　 8回/70人
商業部会　   15回/125人

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

わずかではあるが
新スポンサーが得
られた。今後もPR
し、新スポンサー
確保に繋げる。

目標
数値

300
実績
数値

306
目標
数値

実績
数値

指標

街路灯設置基数
（通電基数）

指標

街路灯を設置すること
で、店舗管理としてのイ
メーアップ効果と、事業
所の看板を設置すること
で、事業所、発展会等の
PRとともに、周辺を明る
くすることで地域住民へ
の防犯にも役立ってい
る。

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

研修事業を通じて、
青年部員及び女性部
員の資質向上を図
る。
また、地域振興事業
等の実施により地域
社会の発展に寄与
し、さらには、部員
間の団結を深める。

目標
数値

80
実績
数値

67
目標
数値

120
実績
数値

169

指標
青年部講習会等の参加人数

指標
女性部講習会等の参加人数

新型コロナウイルス感染
が５類感染に移行され、
講習会や産業まつり等、
従来の開催状況に戻り、
会員企業同士の情報交
換・交流会を図ることが
できた。

指標 実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

交流事業のみなら
ず、資質向上のた
めの講習会や研修
会なども実施して
いきたい。

一括アン
ケート回
収87件

目標
数値

450
実績
数値

254
目標
数値

実績
数値

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

従業員の定着や勤
労意欲の向上を図
るために今後も継
続して実施する。

目標
数値

40
実績
数値

40
目標
数値

実績
数値

指標
被表彰者数

指標

功績があった従業員を表
彰することで、勤労意欲
の向上を図ることができ
た。

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

経費削減のため自
社にて手続きをす
る事業所が増えて
きた。特別加入等
事務組合のメリッ
トを説明し少しで
も委託事業所数を
増やしていきた
い。

一括アン
ケート回
収84件

目標
数値

135
実績
数値

133
目標
数値

実績
数値

指標
委託事業者数

指標

労働保険に関する事務手
続き及び納付手続き、雇
用保険に関する事務手続
きなど事業主の事務負担
を軽減し労働保険料の納
付を３回に分けることが
できた。
労災保険に加入すること
ができない事業主やその
家族も労災保険に加入で
きる特別加入を利用する
ことができた。

指標
健康診断受診者数

Ａ

Ａ

優良従業員表彰事業は、永年にわ
たり地域産業に貢献した企業の従
業員で勤務成績が優秀であって他
の模範となる者を表彰し、今後一
層の勤務意欲高揚に資することを
目的とする。ひいては、事業所の
発展に繋がるものである。

勤労感謝の日に合わせ、その前後
の日程で表彰式を実施した。
表彰内容
①知事賞：中小規模事業所に勤続
年数20年以上・・・1名
②市長賞：勤続年数20年以
上・・・6名
③市議会議長賞：勤続年数20年以
上・・・3名
④県連会長賞：勤続年数15年以
上・・・1名
⑤県連支部長賞：勤続年数10年以
上・・・0名
⑥商工会長賞：勤続年数5年以
上・・・29名

小規模事業者

Ｂ

Ａ

商工業者の後継者である青年、若
手経営者及び商工業に携わる女性
に対し、経営に必要な知識の習得
や資質の向上を図るための講習会
や研修会を開催し、事業所の発展
と振興を図る。また地域の発展に
寄与する。

青年部　 研修会　  1回20名
　　　   講習会　　 2回43名
　　　　 活動推進研修会 1回4名
女性部　 研修会-講習会 5回85名
　　　　 環境美化事業  6回56名
　　　　 地域振興事業  3回28名

雇用促進事業

青年部・女性部 小規模事業者

商店街・街づくり
事業

地域の環境整備の一環として、市
内の発展会等へ訪れる方に快適な
ショッピング環境を提供し、魅力
ある街づくり、商業環境づくりを
促進し活性化を図る。

街路灯管理
　約500本の街路灯を維持管理
し、店舗の広告宣伝及びライ
トアップによる防犯等地域貢
献としての事業を実施した。
通電基数306基を維持してい
る。

小規模事業者

事
業
者
へ
の

調
査
結
果目標

数値
350

実績
数値

371
目標
数値

80

指標
参加人数

①定期健康診断・生活習
慣病検診を実施すること
により、労働基準法・労
働安全衛生法等により義
務付けられている法令を
遵守し、特定健康診査・
特定健康指導の導入によ
り、事業主の従業員に対
する健康管理責任を達成
することができた。
②開催時期が1月でイン
フルエンザ等の影響もあ
り、目標人員の参加数に
は満たなかったが、小規
模企業者相互の交流は充
分に図られた。
　団体でのご祈祷や食事
場所の受け入れ場所等
に、未だにコロナの影響
が観光地では残ってい
る。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

①年々新たな事業
所の受診者が増え
る傾向にある。多
くの従業員が受診
できるように開催
日や時間などを工
夫して今後も継続
して開催する。

②会員交流事業と
して、好評を得て
いる事業であるた
め、今後も継続し
て開催していく。

実績
数値

32

総
合
評
価

総
合
評
価

部会員のニーズや交流を
目的とした事業を実施す
ることができた。コロナ
前と同様に対面での事業
を多く実施した。

総
合
評
価

総
合
評
価

総
合
評
価

労働保険事業

労働保険の各種手続きから保険料
の申告・納付等、労働保険に関す
る作業を、事業主の委託を受けて
事務代行を行い、小規模事業者の
負担を軽減することを目的とす
る。

委託事業所数133件。
7・11・2月の3回に分けて保険
料を納付した。

小規模事業者

福利厚生事業

①定期健康診断・生活習慣病検診
の実施
　定期健康診断・生活習慣病検診
の実施が、労働基準法・労働安全
衛生法等により義務付けられてい
る。そうした中、特定健康診査・
特定健康指導も導入され、事業主
の従業員に対する健康管理責任が
重くなってきている。商工会とし
て各事業所の一助としてこの事業
を実施するものである。
②小規模企業者相互の交流と従業
員間の交流を図り、雇用の持続的
な安定と企業の健全な育成に資す
ることを目的とする。

①検診日：10月30日･31日･11
月1日～9日の9日間で371名が
受診
　検査項目
　１）定期健康診断：一般健
診、胸部レントゲン、尿検
査、心電図検査、血液検査等
　２）生活習慣病検診：胃検
診、眼底検査、
     追加検査：肝炎検査、腎
臓、痛風など
②会員交流親睦旅行　32名 小規模事業者



団体名： 尾張旭市商工会

得られた効果 備考

２０２３年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 108.6 ％） 出店者数 173.9 ％） Ａ Ａ 上げる 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 112.5 ％） （達成度 125.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 260.0 ％） （達成度 360.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に〇を付しています。
※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

青年部員が中心と
なり、若手後継者
や経営者の資質向
上に繋がる講習会
を開催していく。
また、青年部全国
大会にも参加し、
全国での様々な事
例を学び、企業の
発展に繋げる。
女性部全国大会に
参加し、全国での
様々な事例を聞
き、女性部及び企
業の発展に繋げ
る。

〇

目標
数値

40
実績
数値

45
目標
数値

80
実績
数値

100

若手後継者等育成
事業

（１）若手後継者及び経営者育成講習
会
目的：若手後継者及び経営者の育成
　コロナ感染症で先行きが不安定な
中、経営者には迅速で柔軟な対応が求
められている。そのため、状況に応じ
てその都度青年部員同士で検討し、経
営の改善や継続に必要と考える講習を
定期的に行っていく。
（２）（３）商工会青年部・女性部全
国大会参加
目的：青年部・女性部指導者の資質向
上
　指導的立場の者が全国大会に参加す
ることにより、全国各地の先進活動事
例等に対する知見を深め、今後の青年
部女性部活動の活性化を図る。また、
交流会などで他県の部員などとの情報
交換も可能であるため、今後の青年部
女性部活動の活性化と部員の成長に役
立てることを目的とする。
(共同)東尾張支部商工会女性部　活動
推進研修会
商工会女性部は、地域振興発展の力強
い協力者・推進者となるべく、使命感
を持って、組織活性化の原動力となる
とともに、社会一般の福祉の増進に努
め、豊かなまちづくりの担い手となる
必要があることから、今般、東尾張支
部商工会女性部部員を対象にセミナー
を開催し、商工女性として必要な幅広
い知識の習得と、女性部活動の推進を
担う組織リーダーとしての意識高揚、
指導力醸成を図り、もって地域商工業
の持続的発展に寄与する。

（１）経営者講習会の具体的内容
講師：菅井俊作氏、荒木香織氏
　開催時期：令和５年８月、
令和６年１月
　　参加人数：延べ４5名
　　対象者：青年部員等若手経営
者・後継者

（２）（３）商工会青年部・女性
部全国大会参加の具体的内容
　商工会青年部全国大会への参加
　　開催日：令和５年１１月１
５・１６日
　　開催場所：Gメッセ群馬
　　参加者：青年部長１名、副部
長２名
　商工会女性部全国大会参加
　　実施時期：令和５年１０月１
８日
　　実施会場：静岡県
　　参加人数：３名（女性部正副
部長等）

(共同)東尾張支部商工会女性部
活動推進研修会
　　開催時期：令和６年２月５日
（月）
　　参加者数：６９人

小規模事業者

指標

（１）講習会参加者数

指標

研修会・セミナー参加者満足度
目標値（満足・どちらかといえ

ば満足の割合）

1.資産形成についてリスクや
方法など幅広い視点で講義い
ただき、今からできることや
長期間かけて運用をしていく
必要性などを学ぶことができ
た。青年部員の中にも若い従
業員等を抱える事業者も多
く、従業員の育成としても有
益な研修となった。
2.メンタルヘルスやモチベー
ション維持のための考え方や
行動、物事のとらえ方、相手
への接し方など心理学的な面
から解説して講習をしていた
だき、青年部員だけでなく
雇っている従業員への教育や
接し方など実践的なことも学
ぶことができた。部員からの
質問も多く出ており、関心が
高い講習であることがうかが
えた。

37

創業支援事業

創業予定者に対してより専門的な
支援を行っていくため、尾張旭
市、瀬戸信用金庫、日本政策金融
公庫と連携して支援体制を構築
し、支援を行っていく。

・ワンストップ相談窓口の開
設　創業予定者相談回数延べ
13件
・創業セミナーの開催　5回
延１８名（経営、財務、人材
育成、販路開拓）

創業予定者

目標
数値

5

指標

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

観光協会と連携
し、特産品ガイド
を作成・配布し幅
広くＰＲ活動をし
ていきたい。

一括アン
ケート回
収８２件

目標
数値

実績
数値

指標

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

積極的に協賛して
いただけるよう内
容を工夫し協賛数
を増やしていきた
い。

一括アン
ケート回
収８６件

個別アン
ケート回
収１２件

目標
数値

70
実績
数値

76
目標
数値

23
実績
数値

40

指標
協賛数

指標
出店者数

特別協賛及び広告協賛す
ることにより、一般市民
への周知を図り事業所Ｐ
Ｒに繋げた。

創業を支援する上で、他の支
援機関と支援ネットワークを
構築し、効果的な支援を行う
ことができた。また、今年度
は過去に創業セミナー受講者
を対象にしたフォローアップ
セミナーも開始し支援体制を
作ることができた。

総
合
評
価

Ａ

5 18
実績
数値

実績
数値

13
目標
数値

ワンストップ相談窓口相談
回数

指標
創業セミナー参加者数

現行どおりに小規
模　事業者の役立
つ情報を提供して
いく。
必要に応じてペー
ジ配分を変更し
て、情報提供す
る。

一括アン
ケート回
収８８件

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も他の支援機
関との連携を図り
創業支援を実施す
る。

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

指標
特産推奨品目数

目標
数値

37
実績
数値

実
施
側
の

事
業
評
価

12

各種施策や補助金などに
ついて会員事業所へ積極
的に情報提供ができた。
また、商工会の事業など
についても幅広く知って
もらえた。

指標

実績
数値

目標
数値

毎月異なる施策記事及び商工会内
部の部会活動記事等を商工会だよ
りに掲載する。施策記事に関して
は経営に役立て、部会活動記事に
ついては部会等の魅力を知っても
らうことを目的とする。また、事
業所のＰＲや地域振興事業に関係
する記事も掲載する。

・商工会だより毎月発
行・・・毎月異なる施策記事
を掲載

小規模事業者

指標
発行回数

実績
数値

総
合
評
価

Ａ

12
目標
数値

情報化推進事業

祭典事業

市民祭等を開催することで、その
集客力を活かして地域の経済活動
を促進する。また、小規模事業者
に対しては、廉売市へ出店するこ
とで売上増加を見込み、市内事業
所への広告宣伝・ＰＲに役立て、
地域の総合的な振興を図ることを
目的とする。

市民祭実施に伴う協賛及び廉売市
への出店（10月７日、８日）開
催）
・特別協賛　　　　…20企業
・広告協賛        …56企業
・廉売市（食の広場）…11企業
・廉売市（買物広場）…13企業
・廉売市（グルメコーナー）…16
企業

小規模事業者

産業活性化事業

尾張旭市内の企業を中心として、｢
特産品｣と｢商品開発｣の研究を行
い、新たな市場へチャレンジする
ことによって企業の発展に役立て
る。また、観光協会とタイアップ
し、地域の産業と観光産業の活性
化を図り、観光振興事業として、
市を訪れる観光客、市民の土産品
の需要に応えるため、特産推奨品
を認定することにより観光産業に
寄与する。

令和４年度中に行われた特産
推奨品審査会において、認定
された特産品に対し、今回認
定期間（R5.4.1～R7.3.31）中
に積極的に販売及びＰＲを
行った。
・ＰＲ方法：イベント等での
リーフレット配布、ホーム
ページ、広報誌への掲載
・販売方法：イベントなどで
の出店　特産品推奨品目数：
37

小規模事業者

〇

総
合
評
価

・市内外に対し、特産品
の販路を拡大すること
で、売上げアップと利益
還元に繋がった。
・特産品を広くＰＲする
ことで、地域やお店の知
名度を上げることができ
た。

総
合
評
価


